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会
議
は
、
本
川
一
善
水
産

庁
長
官
の
「
東
日
本
大
震
災

発
生
か
ら
２
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
水
産
関
係

の
被
害
の
あ
っ
た
都
道
府
県

の
皆
様
に
対
し
て
、
復
旧
・

復
興
に
努
力
さ
れ
て
き
た
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま

た
、
そ
の
ほ
か
の
県
の
方
々

に
も
職
員
の
派
遣
等
色
々
な

協
力
を
頂
い
た
こ
と
に
対
し

て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

２５
年
度
の
事
業
実
施
に
つ

い
て
も
良
く
対
応
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
引
き
続
き
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

現
地
で
は
事
業
の
継
続
等

に
不
安
に
思
っ
て
い
る
方
々

が
沢
山
い
る
と
聞
く
が
、
復

興
が
完
全
に

終
わ
る
ま
で

補
助
金
が
な

く
な
る
こ
と

は
な
い
し
、

我
々
も
止
ま

る
こ
と
は
し

な
い
。
皆
さ

ん
か
ら
の
協

力
も
続
く
も

の
と
思
う
。

全
国
の
漁
港

漁
場
関
係
者

が
一
丸
と
な

っ
て
意
識
を

統
一
し
て
や

っ
て
い
く
の

で
、
不
安
を

口
に
す
る
方

が
い
た
ら
、

水
産
庁
は
手

を
止
め
な
い

と
言
っ
て
い

た
と
伝
え
て
欲
し
い
。

２４
年
度
補
正
予
算
、
２５
年

度
当
初
予
算
に
お
い
て
か
な

り
の
予
算
が
確
保
で
き
て
お

り
、
な
か
な
か
予
算
措
置
が

出
来
な
か
っ
た
水
産
業
・
漁

村
の
多
面
的
機
能
を
発
揮
す

る
た
め
の
予
算
も
含
ま
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
公
共
事
業

が
削
減
さ
れ
て
事
業
が
出
来

ず
に
悩
ま
れ
た
こ
と
も
あ
る

か
と
思
う
が
、
こ
れ
ま
で
溜

ま
っ
て
い
た
施
設
整
備
や
工

事
に
つ
い
て
知
恵
を
出
せ
ば

地
元
の
負
担
を
減
ら
す
形
で

実
施
で
き
る
道
も
開
け
て
い

る
。
今
ま
で
諦
め
て
い
た
よ

う
な
こ
と
を
掘
り
起
こ
し
て

い
た
だ
き
、
漁
業
や
漁
村
の

活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
な
施

設
や
防
災
施
設
の
整
備
も
可

能
に
な
っ
た
の
で
、
本
日
の

説
明
を
聞
い
て
現
場
に
持
ち

帰
り
、
現
場
で
の
タ
マ
の
掘

り
起
こ
し
を
是
非
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
の
挨
拶
で

開
会
し
た
。

続
い
て
、
橋
本
牧
漁
港
漁

場
整
備
部
長
が
、
漁
港
漁
場

整
備
を
め
ぐ
る
最
近
の
状
況

等
に
つ
い
て
「
被
災
県
の

方
々
に
は
非
常
な
努
力
を
し

て
い
た
だ
き
、
ま
た
全
国
か

ら
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ

と
も
あ
り
、
施
設
整
備
等
成

果
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
こ

と
を
同
じ
事
業
を
行
う
も
の

と
し
て
誇
り
に
思
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ

く
り
で
あ
る
と
か
海
岸
事
業

で
ま
だ
充
分
に
手
が
付
い
て

い
な
い
漁
港
が
残
っ
て
い
る

と
も
聞
い
て
い
る
。
復
旧
・

復
興
が
進
ん
で
い
る
と
認
識

し
つ
つ
も
ま
だ
ま
だ
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
強
く
思
っ
て
い

る
。

２４
年
度
の
補
正
予
算
は
緊

急
経
済
対
策
と
い
う
こ
と

で
、
極
め
て
大
規
模
な
予
算

を
確
保
で
き
た
。
被
災
地
以

外
で
の
防
災
対
策
の
強
化
や

老
朽
化
対
策
な
ど
に
取
り
組

み
つ
つ
あ
る
県
も
あ
る
な
か

で
予
算
の
制
約
等
か
ら
進
ま

な
い
現
実
が
あ
っ
た
が
、
国

土
強
靭
化
と
併
せ
て
地
域
の

競
争
力
の
強
化
と
い
っ
た
早

急
に
や
り
た
い
こ
と
を
重
点

的
に
実
施
す
る
と
い
う
こ
と

で
予
算
が
付
い
た
。

円
安
等
の
状
況
で
燃
料
な

ど
輸
入
品
の
価
格
が
上
昇
し

て
い
る
が
、
景
気
を
回
復
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
漁
港
漁
場
の
整
備

を
推
進
す
る
こ
と
は
大
事

だ
。
各
地
域
で
事
業
を
行
い
、

活
性
化
す
る
こ
と
、
お
金
が

回
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。
そ
の
た
め
事
業

の
早
期
執
行
が
重
要
と
考
え

る
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
。２５

年
度
予
算
は
補
正
予
算

と
合
わ
せ
て
１５
ヶ
月
予
算
と

い
う
形
で
執
行
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
。
補
正
予
算

で
行
っ
て
い
る
国
土
強
靭
化

に
つ
い
て
も
本
予
算
と
合
わ

せ
て
行
っ
て
い
き
た
い
。
補

正
予
算
も
合
わ
せ
る
と
昨
年

度
の
倍
近
く
に
な
る
こ
と
も

あ
り
、
早
く
効
果
を
発
揮
し

た
い
と
思
う
。

な
か
な
か
事
業
に
着
手
で

き
な
い
な
か
で
問
題
点
も
あ

っ
た
と
思
う
。
例
え
ば
事
前

調
査
が
出
来
な
い
と
い
う
こ

と
が
あ
る
が
、
今
回
事
業
費

の
な
か
で
行
え
る
よ
う
に
な

っ
た
し
、
実
行
す
る
う
え
で

ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
た
部
分

も
少
し
ず
つ
ク
リ
ア
し
、
使

い
易
く
し
て
い
く
こ
と
も
考

え
て
い
る
。

水
産
業
・
漁
村
の
多
面
的

機
能
発
揮
に
つ
い
て
も
、
漁

業
者
の
方
々
が
浜
々
で
行
っ

て
い
た
色
々
な
こ
と
に
も
予

算
を
使
え
る
よ
う
に
し
て
地

域
に
元
気
を
出
し
て
も
ら

う
。
漁
業
者
の
活
動
で
資
金

が
足
り
な
い
部
分
に
、
各
種

事
業
の
予
算
を
使
っ
て
施
設

を
作
り
、
ソ
フ
ト
事
業
で
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
よ

り
、
さ
ら
に
活
力
を
上
げ
て

も
ら
う
こ
と
に
繋
が
り
、
民

間
も
取
り
込
ん
で
の
６
次
産

業
化
に
繋
が
っ
て
い
く
と
思

う
。
行
政
が
作
る
ビ
ジ
ョ
ン

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
々

に
考
え
て
実
行
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と

い
う
こ
と
で
、
今
後
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
増
え
る
と
思

う
。従

来
の
ハ
ー
ド
整
備
に
加

え
て
ソ
フ
ト
事
業
も
充
実
し

て
き
て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん

は
少
し
大
変
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
漁

港
・
漁
村
を
ど
う
す
る
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
場
合

に
、
予
算
を
活
用
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
う
。
今
後
も

皆
さ
ん
か
ら
の
協
力
・
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
お
願
い
す
る
。」

と
述
べ
た
。

引
き
続
き
、
各
課
の
説
明

に
移
り
、
最
初
は
宇
賀
神
義

宣
計
画
課
長
よ
り
計
画
課
所

管
業
務
の
説
明
が
あ
り
、
各

担
当
官
が
計
画
課
予
算
等
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

（
計
画
課
）

・
平
成
２５
年
度
水
産
基
盤
関

係
予
算
等

・
廃
船
Ｆ
Ｒ
Ｐ
漁
船
の
魚
礁

等
へ
の
活
用
実
証
事
業

・
漁
港
の
エ
コ
化
推
進
事
業

・
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対

策
事
業

・
水
産
基
盤
整
備
事
業
の
計

画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
留
意

点
等次

に
、
本
田
直
久
防
災
漁

村
課
長
よ
り
防
災
漁
村
課
所

管
業
務
の
説
明
が
あ
り
、
各

担
当
官
が
防
災
漁
村
課
予
算

等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
。

（
防
災
漁
村
課
）

・
平
成
２５
年
度
漁
港
海
岸
予

算
の
概
要
等

・
平
成
２５
年
度
災
害
復
旧
事

業
予
算
の
概
要
等

・
漁
港
防
災
対
策
支
援
事
業

等・
産
地
水
産
業
強
化
支
援
事

業

・
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付

金
続
い
て
、
�
吉
晋
吾
整
備

課
長
よ
り
整
備
課
所
管
業
務

の
説
明
が
あ
り
、
各
担
当
官

が
整
備
課
予
算
等
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。

（
整
備
課
）

・
平
成
２４
年
度
補
正
予
算
（
水

産
基
盤
整
備
事
業
）
の
早
期

執
行

・
会
計
実
地
検
査

・
平
成
２５
年
度
整
備
課
所
管

予
算最

後
に
、
吉
塚
靖
浩
水
産

施
設
災
害
対
策
室
長
よ
り
漁

港
・
漁
村
の
防
災
対
策
の
推

進
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ

た
。な

お
、
会
議
に
お
い
て
平

成
２５
年
度
主
要
漁
港
漁
場
関

係
会
議
等
の
予
定
（
別
表
）

が
示
さ
れ
た
。
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水
産
庁
は
、
３
月
５
日
農
林
水
産
省
７
階
講
堂

に
お
い
て
、
平
成
２４
年
度
漁
港
漁
場
関
係
担
当
課

長
会
議
を
開
催
し
、
都
道
府
県
漁
港
漁
場
整
備
担

当
課
長
ら
関
係
者
約
９５
名
が
出
席
し
た
。

�
全
国
漁
港
漁
場
協
会

は
、
２
月
２７
日
（
水
）
午
後

１
時
３０
分
よ
り
、
東
京
都
港

区
品
川
の
東
京
海
洋
大
学
品

川
キ
ャ
ン
パ
ス
会
議
室
に
お

い
て
、
平
成
２４
年
度
漁
村
女

性
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

今
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
の
テ

ー
マ
は
「
備
え
る
～
来
る
べ

き
大
規
模
災
害
に
負
け
な
い

漁
村
を
め
ざ
し
て
～
」
で
、

第
１
部
に
お
い
て
徳
島
県
美

波
町
に
お
い
て
地
域
住
民
の

方
と
一
体
と
な
っ
た
活
動
を

実
践
し
て
い
る
事
例
発
表
を

は
じ
め
３
題
の
話
題
提
供
、

第
２
部
で
は
話
題
提
供
を
受

け
て
「
備
え
る
～
来
る
べ
き

大
規
模
災
害
に
負
け
な
い
漁

村
を
め
ざ
し
て
～
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
討
論
を
、
東
海
大

学
の
関
い
ず
み
准
教
授
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
行

っ
た
。

第
１
部
の
話
題
提
供
の
演

題
及
び
発
表
者
は
次
の
と
お

り
。

�
災
害
に
強
い
漁
業
地
域
づ

く
り
に
向
け
て‥

水
産
庁

漁
港
漁
場
整
備
部
防
災
漁
村

課
防
災
技
術
専
門
官

浅
川

典
敬

�
小
さ
な
漁
村
の
悪
あ
が
き

‥
徳
島
県
美
波
町
由
岐
支

所
地
域
振
興
室
長

小
坂

進�
東
日
本
の
現
場
か
ら
学
ぶ

漁
村
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
課

題‥

�
漁
村
計
画
代
表

富
田

宏

第
１
部
の
講
演
で
は
、
浅

川
防
災
技
術
専
門
官
か
ら
、

過
去
の
地
震
津
波
の
被
害
と

今
後
想
定
さ
れ
る
地
震
津
波

災
害
、
東
日
本
大
震
災
を
踏

ま
え
て
改
訂
さ
れ
た
災
害
に

強
い
漁
業
地
域
づ
く
り
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
内
容
及
び
東
日

本
大
震
災
発
生
時
の
避
難
行

動
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

小
坂
室
長
は
、
地
域
住
民
が

率
先
し
て
行
っ
て
い
る
大
規

模
災
害
に
備
え
た
活
動
と
町

の
取
組
み
事
例
に
つ
い
て
紹

介
し
、
富
田
代
表
は
、
被
災

地
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
の

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
実
施
し
て

感
じ
る
問
題
点
等
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。

第
２
部
の
討
論
は
、
第
１

部
の
説
明
を
受
け
て
、
参
加

者
か
ら
の
質
問
・
意
見
等
を

聴
取
し
、
そ
れ
に
対
し
て
話

題
提
供
者
か
ら
回
答
・
コ
メ

ン
ト
を
し
て
も
ら
う
と
い
う

形
式
で
行
わ
れ
た
。

主
な
質
問
・
意
見
は
次
の

通
り
で
あ
る
が
、
富
田
代
表

の
説
明
に
あ
っ
た
「
現
在
ま

で
行
わ
れ
て
き
た
復
興
の
経

緯
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

は
見
直
し
が
必
要
」
と
の
内

容
に
つ
い
て
、
「
今
ま
で
行

っ
て
き
た
支
援
等
が
失
敗
だ

と
言
う
こ
と
は
納
得
で
き
な

い
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
、

会
場
全
体
を
巻
き
込
ん
で
活

気
の
あ
る
討
論
会
と
な
っ

た
。

・
従
来
か
ら
あ
る
過
去
の
津

波
到
達
高
さ
の
看
板
等
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
が
あ
る
こ
と

に
よ
る
個
人
個
人
の
安
全
ラ

イ
ン
の
線
引
き
が
行
わ
れ
な

い
よ
う
に
設
置
に
当
た
っ
て

の
注
意
が
必
要
。

・
防
災
面
に
つ
い
て
、
行
政

の
対
応
が
過
去
と
現
在
で
は

変
わ
っ
て
き
て
は
い
る
が
、

住
民
の
要
望
が
な
か
な
か
聞

き
入
れ
て
も
ら
え
な
い
状
況

を
打
破
す
る
に
は
、
住
民
自

ら
が
動
い
て
具
体
的
な
要
望

と
し
て
提
案
す
る
こ
と
が
大

事
（
住
民
と
行
政
で
は
要
望

を
事
業
化
す
る
際
の
規
模
に

乖
離
が
あ
る
場
合
が
多
々
あ

る
。
簡
易
な
物
の
場
合
は
住

民
が
カ
タ
ロ
グ
等
を
準
備
し

て
具
体
的
に
要
求
す
る
こ
と

が
大
事
）。

・
行
政
の
予
算
の
有
無
に
関

係
な
く
、
地
域
住
民
が
災
害

へ
の
備
え
と
し
て
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
自
ら
着

手
す
る
こ
と
が
大
事
。

・
被
害
を
低
減
さ
せ
る
に
は
、

ま
ず
自
身
の
身
を
守
る
「
自

助
」
が
真
っ
先
に
あ
っ
て
、

そ
の
上
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

で
助
け
合
う
「
共
助
」
を
行

い
、
共
助
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
「
公
助
」
の
手
が
入
る
と

い
う
意
識
を
持
っ
て
対
策
に

取
組
む
こ
と
が
大
事
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、

講
師
、
参
加
者
と
で
情
報
交

換
会
を
行
っ
た
。

平成２５年３月１５日 発行

毎月 １回１５日発行

編集兼
発行人

社団法人 全国漁港漁場協会

田 中 潤 兒

東京都港区赤坂１－９－１３三会堂ビル８階

電話 東京（５１１４）９９８１

定価 １部 ７０円

（会員の購読料は会費の中に含む）

漁港は
魚の保育園

平 成
２４年度
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水
産
庁

２５年度予算等について説明が行われた

漁 港 漁 場 月 報

平成２４年度

漁
村
女
性
セ
ミ
ナ
ー
開
催

�
全
国
漁
港

漁

場

協

会

大
規
模
災
害
へ
の
備
え
ー
マ
に

真剣に耳を傾ける参加者
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特
定
第
三
種
漁
港
を
有
す

る
全
国
１３
の
市
長
で
構
成
す

る
特
定
第
三
種
漁
港
市
長
協

議
会
（
会
長
・
野
平
匡
邦
銚

子
市
長
）
の
第
２９
回
幹
事
会

が
、
２
月
１５
日
午
後
２
時
３０

分
か
ら
霞
が
関
ビ
ル
３５
階
の

東
海
大
学
校
友
会
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
橋
本
牧
水
産

庁
漁
港
漁
場
整
備
部
長
、
田

中
潤
兒
�
全
国
漁
港
漁
場
協

会
会
長
、
佐
藤
雅
彦
青
森
県

漁
港
漁
場
整
備
課
課
長
代
理

ら
の
来
賓
と
１１
市
の
担
当
課

長
又
は
そ
の
代
理
者
が
出
席

し
た
。

開
会
に
あ
た
り
幹
事
長
の

加
瀬
誠
一
銚
子
市
水
産
課
長

が
「
今
後
、
特
三
漁
港
の
流

通
・
防
災
機
能
強
化
、
高
度

衛
生
管
理
対
策
が
促
進
さ
れ

る
。
特
三
市
長
協
議
会
と
し

て
１３
市
が
互
い
に
協
力
し

て
、
特
三
漁
港
の
機
能
向
上

の
た
め
、
国
・
県
に
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
。

来
賓
の
橋
本
部
長
は
「
政

権
交
代
が
あ
り
、
２４
年
度
補

正
予
算
、
２５
年
度
予
算
が
編

成
さ
れ
た
。
今
ま
で
は
円
高

・
震
災
・
原
発
問
題
の
影
響

も
あ
り
、
水
産
輸
出
も
あ
ま

り
伸
び
な
か
っ
た
が
、
今
後
、

デ
フ
レ
、
円
高
対
策
や
競
争

力
の
あ
る
強
い
産
業
の
構
築

が
推
進
さ
れ
る
。
公
共
事
業

費
は
上
乗
せ
さ
れ
、
水
産
基

盤
整
備
予
算
も
大
き
く
伸
び

た
。
復
興
関
係
予
算
も
積
み

増
し
さ
れ
、
復
興
か
ら
再
生

へ
の
動
き
と
な
る
。
ま
た
、

６
次
産
業
化
、
海
レ
ク
や
食

に
関
し
て
漁
港
の
持
つ
メ
リ

ッ
ト
が
一
層
活
用
さ
れ
る
よ

う
に
知
恵
を
絞
り
、
力
強
い

地
域
づ
く
り
を
進
め
た
い
。」

と
挨
拶
し
た
。

議
事
に
先
立
ち
行
わ
れ
た

講
演
会
で
は
「
２４
年
度
補
正

予
算
及
び
２５
年
度
予
算
概
算

決
定
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
三
上
信
雄
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
計
画
課
総
括
課

長
補
佐
が
講
演
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
議
事
に
移
り
、

第
１９
回
通
常
総
会
を
７
月
３１

日
（
水
）
に
八
戸
市
で
開
催

す
る
こ
と
及
び
総
会
の
付
議

議
案
書
（
案
）
に
つ
い
て
確

認
を
し
た
。

気
仙
沼
市
の
広
瀬
宣
則
水

産
課
長
か
ら
「
東
日
本
大
震

災
の
発
災
か
ら
２
年
が
経
つ

が
、
最
初
の
年
は
生
き
る
た

め
の
一
年
で
あ
り
、
２４
年
は

復
興
の
年
で
あ
っ
た
。
こ
の

間
の
皆
さ
ん
か
ら
の
激
励
と

支
援
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た

い
。
特
に
浜
田
市
か
ら
は
人

的
な
支
援
を
頂
い
た
。
復
興

予
算
は
７
０
０
億
円
と
大
き

く
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
絶
対
的

に
不
足
し
て
い
る
。
是
非
皆

さ
ん
の
支
援
を
頂
き
た
い
。」

と
大
震
災
に
関
し
て
の
お
礼

と
お
願
い
の
発
言
が
あ
っ

た
。ま

た
議
事
の
最
後
に
幹
事

長
よ
り
全
国
水
産
都
市
三
団

体
連
絡
協
議
会
の
活
動
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

幹
事
会
終
了
後
、来
賓
を
交

え
情
報
交
換
会
を
行
っ
た
。

農
林
水
産
省
・
文
部
科
学

省
・
環
境
省
・
公
益
社
団
法

人
国
土
緑
化
推
進
機
構
・
�

全
国
漁
港
漁
場
協
会
・
全
国

内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
共
存
の
森

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
に
よ
る

「
第
１１
回
聞
き
書
き
甲
子
園

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
、
３
月
３０

日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
、

Ｊ
Ｒ
両
国
駅
近
く
の
東
京
都

江
戸
東
京
博
物
館
ホ
ー
ル
に

お
い
て
開
催
さ
れ
る
。

聞
き
書
き
甲
子
園
は
、
全

国
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
高
校

生
百
名
（
う
ち
海
・
川
部
門

２０
名
）
が
、
各
都
道
府
県
よ

り
推
薦
さ
れ
、
選
考
、
認
定

さ
れ
た
「
名
人
」
を
訪
問
し

て
名
人
の
人
と
な
り
や
技
術

に
つ
い
て
聞
き
書
き
を
行
う

も
の
で
、
名
人
を
表
彰
す
る

と
と
も
に
優
秀
作
品
と
し
て

選
考
さ
れ
た
高
校
生
も
あ
わ

せ
て
表
彰
す
る
。

当
日
は
、
作
家
の
浜
田
久

美
子
氏
に
よ
る
基
調
講
演
を

は
じ
め
、
聞
き
書
き
を
行
っ

た
高
校
生
の
体
験
談
の
発

表
、
森
・
海
・
川
の
名
人
と

高
校
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
、
認
定
さ
れ
た
名
人
へ
の

認
定
証
の
授
与
や
高
校
生
へ

の
修
了
証
書
の
授
与
（
そ
れ

ぞ
れ
代
表
者
）
、
さ
ら
に
は

聞
き
書
き
の
優
秀
作
品
、
優

秀
写
真
の
発
表
と
賞
状
の
授

与
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ

る
。参

加
を
申
し
込
ま
れ
る
方

は
、
３
月
２８
日
（
木
）
ま
で

に
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
申
込
み
」

と
明
記
の
う
え
、
次
の
事
項

を
Ｆ
Ａ
Ｘ
あ
る
い
は
メ
ー
ル

に
て
、
「
申
込
み
・
問
合
せ

先
」ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

�
住
所
、
�
氏
名
、
�
電
話

番
号
、
�
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
�

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
�
所

属
（
団
体
名
、
企
業
名
）。

〇
申
込
み
・
問
合
せ
先

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
共
存
の
森
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

・
電
話‥

０
３
・
６
４
３

２
・
６
５
８
０

・
Ｆ
Ａ
Ｘ‥

０
３
・
６
４

３
２
・
６
５
９
０

・
メ
ー
ル‥

in
fo

@
fo

x
fire

-jap
an

.co
m

〇
募
集
人
員
・
４
０
０
名
（
先

着
順
受
付
）

〇
参
加
費
・
無
料

�
長
崎
県
漁
港
漁
場
協
会

は
、
平
成
２５
年
２
月
２７
日
に

「
な
が
さ
き
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｎ

・
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
」

を
長
崎
市
内
の
ホ
テ
ル
セ
ン

ト
ヒ
ル
長
崎
で
開
催
し
た
。

こ
の
勉
強
会
は
、
本
県
水

産
業
の
発
展
と
地
域
の
活
性

化
に
寄
与
す

る
た
め
、
会

員
等
関
係
者

を

対

象

に

し
、
水
産
業

を
取
り
巻
く

厳
し
い
社
会

経
済
環
境
の

な
か
新
た
な

活
路
の
探
求

と
発
見
を
テ

ー
マ
に
実
施

し
て
い
る
も

の
で
、
本
年

は
約
１
０
５

名
が
参
加
し

た
。今

回
の
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ク

ー
ル
は
水
産
庁
、
長
崎
県
、

長
崎
県
市
長
会
、
長
崎
県
町

村
会
、
長
崎
県
海
区
漁
協
長

会
、
長
崎
県
漁
協
専
務
参
事

会
の
後
援
を
得
て
行
っ
た
。

同
ス
ク
ー
ル
の
開
校
に
先

立
ち
、
主
催
者
を
代
表
し
て

友
広
郁
洋
会
長
（
松
浦
市
長
）

が
挨
拶
し
、
続
い
て
長
崎
県

水
産
部
荒
川
敏
久
部
長
よ
り

来
賓
祝
辞
が
あ
っ
た
。

同
ス
ク
ー
ル
は
５
部
の
構

成
で
、
９
時
３０
分
か
ら
１９
時

３０
分
ま
で
参
加
者
は
講
師
１０

名
の
熱
心
な
講
演
に
聴
き
入

っ
た
。

ま
た
、
第
５
部
の
「
な
が

さ
き
」
の
ブ
ラ
ン
ド
を
語
る

情
報
交
換
会
に
は
約
５０
名
が

参
加
し
、
同
ホ
テ
ル
の
「
出

島
」
で
長
崎
県
水
産
部
漁
港

漁
場
課
の
壱
岐
雅
夫
課
長
の

挨
拶
で
始
ま
り
、「
な
が
さ
き
」

の
ブ
ラ
ン
ド
を
語
り
な
が
ら

の
情
報
交
換
な
ど
に
余
念
の

無
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

演
題
と
講
師
な
ど
の
概
要

は
次
の
通
り
。

○
第
１
部‥

ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
講
座

・
ブ
ラ
ン
ド
魚
・
関
あ
じ
関

さ
ば
へ
取
り
組
ん
で

大
分
県
漁
業
協
同
組
合
佐
賀

関
支
店
支
店
長

坂
井
伊
智

郎
氏

・
ア
ラ
カ
ブ
の
ブ
ラ
ン
ド
化

と
課
題

島
原
半
島
南
部
漁
業
協
同
組

合
参
事

吉
田
亜
紀
彦
氏

・
五
島
箱
入
娘
、
育
て
の
親

心上
五
島
町
漁
業
協
同
組
合
参

事

遠
山
暢
昭
氏

○
第
２
部‥

消
費
環
境
変

化
を
捉
え
た
地
域
の
活
性
化

推
進
講
座

・
中
国
の
水
産
業
の
昨
今
と

こ
れ
か
ら
の
日
中
韓
水
産
業

に
つ
い
て
の
思
考

公
益
財
団
法
人
海
外
漁
業
協

力
財
団
特
別
専
門
家

周
衛

東
氏

・
中
国
の
文
化
と
向
き
合
う

株
式
会
社
Ｊ
Ｃ
Ｋ
フ
レ
ン
ズ

代
表

張

景
子
氏

・
東
京
築
地
市
場
か
ら
見
る

水
産
物
消
費
の
動
向

東
都
水
産
株
式
会
社
鮮
魚
部

執
行
役
員

吉
牟
田
雄
三
氏

○
第
３
部‥

豊
か
な
水
産

業
の
再
生
セ
ミ
ナ
ー

・
平
成
２５
年
度
水
産
基
盤
整

備
関
係
予
算
に
つ
い
て

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
計

画
課
総
括
課
長
補
佐

三
上

信
雄
氏

・
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対

策
事
業
に
つ
い
て

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
計

画
課
課
長
補
佐
（
企
画
班
担

当
）

山
�
雄
一
郎
氏

・
漁
村
地
域
の
活
性
化
に
つ

い
て
―
漁
村
の
六
次
産
業
化

の
推
進
―

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
防

災
漁
村
課
課
長

本
田
直
久

氏・
平
成
２５
年
度
漁
村
活
性
化

に
向
け
て
の
新
た
な
取
組
に

つ
い
て

長
崎
県
水
産
部
参
事
監

田

中
郁
也
氏

○
第
４
部‥

明
日
を
拓
く

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
参
加
者
自
由
選
択
）

●
消
費
環
境
変
化
を
捉
え
た

地
域
の
活
性
化
推
進
教
室

（
パ
ネ
ラ
ー
）

・
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

計
画
課
課
長
補
佐
（
企
画
班

担
当
）

山
�
雄
一
郎
氏

・
長
崎
県
水
産
部
参
事
監

田
中
郁
也
氏

・
公
益
財
団
法
人
海
外
漁
業

協
力
財
団
特
別
専
門
家

周

衛
東
氏

・
株
式
会
社
Ｊ
Ｃ
Ｋ
フ
レ
ン

ズ
代
表

張
景
子
氏

・
元
佐
世
保
市
相
浦
漁
業
協

同
組
合
専
務
理
事

田
渕
次

郎
氏

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

・
財
団
法
人
な
が
さ
き
地
域

政
策
研
究
所
常
務
理
事
調
査

研
究
部
長

菊
森
淳
文
氏

●
ブ
ラ
ン
ド
化
六
次
産
業
化

推
進
教
室

（
パ
ネ
ラ
ー
）

・
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

防
災
漁
村
課
課
長

本
田
直

久
氏

・
大
分
県
漁
業
協
同
組
合
佐

賀
関
支
店
支
店
長

坂
井
伊

智
郎
氏

・
島
原
半
島
南
部
漁
業
協
同

組
合
参
事

吉
田
亜
紀
彦
氏

・
上
五
島
町
漁
業
協
同
組
合

参
事

遠
山
暢
昭
氏

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

・
元
長
崎
大
学
水
産
学
部
教

授

片
岡
千
賀
之
氏

�
福
岡
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
八
並
康
一
行
橋
市

長
）
は
、
２
月
１４
日
福
岡
市

の
「
ホ
テ
ル
レ
ガ
ロ
福
岡
」

に
お
い
て
、
水
産
庁
、
�
漁

港
漁
場
漁
村
技
術
研
究
所
及

び
福
岡
県
農
林
水
産
部
水
産

局
水
産
振
興
課
の
協
力
の
も

と
、
「
第
２６
回
福
岡
県
市
町

水
産
関
係
幹
部
職
員
研
修

会
」
を
開
催
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
県
内
市

町
の
漁
港
漁
場
関
係
幹
部
職

員
を
対
象
と
し
て
い
る
も
の

で
３０
名
が
参
加
し
た
。

研
修
会
で
は
、
国
の
平
成

２４
年
度
補
正
予
算
及
び
平
成

２５
年
度
予
算
概
算
決
定
の
概

要
、
漁
港
施
設
の
老
朽
化
、

防
災
対
策
、
ま
た
、
�
漁
港

漁
場
漁
村
技
術
研
究
所
か
ら

漁
業
地
域
の
減
災
対
策
、
衛

生
管
理
対

策
に
つ
い

て
詳
し
く

具
体
的
に

説
明
が
あ

っ
た
。

研
修
会

は
、
午
後

１
時
３０
分

か
ら
、
有

江
康
章
福

岡
県
水
産

振
興
課
長
の
挨
拶
の
あ
と
研

修
に
入
り
、
午
後
５
時
ま
で

の
長
時
間
で
あ
っ
た
が
参
加

者
は
内
容
の
濃
い
講
演
を
熱

心
に
聴
講
し
た
。

【
内
容
及
び
講
師
】

「
水
産
基
盤
整
備
事
業
の
平

成
２４
年
度
補
正
予
算
の
概
要

と
漁
港
施
設
の
老
朽
化
、
防

災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て
」

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
整

備
課

小
森
健
史
係
長

「
漁
業
地
域
の
減
災
対
策
、

衛
生
管
理
対
策
等
に
つ
い

て
」

�
漁
港
漁
場
漁
村
技
術
研
究

所

中
村
隆
第
一
調
査
研
究

部
長

�
全
国
漁
港
漁
場
協

会
は
、
公
益
社
団
法
人

へ
の
移
行

に
向
け
て

昨
年
９
月

１１
日
に
内

閣
府
公
益

認
定
等
委

員
会
に
移

行
認
定
申

請
書
を
提

出
し
て
作

業
を
進
め
て
き
た
が
、

公
益
認
定
等
委
員
会
は

３
月
１
日
、
公
益
法
人

へ
の
移
行
に
つ
い
て
認

定
の
基
準
に

適
合
す
る
と

認
め
る
の
が

相
当
で
あ
る

旨
の
答
申
を

内
閣
総
理
大

臣
に
対
し
て

行
っ
た
。

本
協
会
は
、

４
月
１
日
の

移
行
登
記
を
目
指
し
て

い
る
。 ２

月
４
日
（
月
）

静
岡
県
漁
港
漁
場

協
会
主
事

吉
川
ま

ゆ
み
氏

第２６回

福
岡
県
市
町
水
産
関
係
幹
部
職
員
研
修
会

特
定
第
三
種
漁

港
市
長
協
議
会

幹
事
会
を
開
催

�	
������ �
�

漁漁
港港
往往
来来

予算や減災対策について
説明があった

�
福
岡
県
漁
港
漁
場
協
会
が
開
催

予
算
に
つ
い
て
講
演
も

自
２
月
１
日

至
２
月
２８
日

幹事会の様子

ななががささききＳＳＵＵＩＩＳＳＡＡＮＮ・・
ウウイインンタターーススククーールル開開催催

（社）長崎県漁港漁場協会

１０５名が参加した

漁 港 漁 場 月 報
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フォーラムのポスター

公益認定等委
員会から答申

�全国漁港漁場協会

第
１１
回

聞
き
書
き
甲
子
園
フ
ォ
ー
ラ
ム

３
月
３０
日
江
戸
東
京
博
物
館
で
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